
様式１ 令和３年度　　山梨県立巨摩高等学校定時制学校評価報告書（自己評価・学校関係者評価） 　

Ａ 4

Ｂ 3

Ｃ 2 あまりできていない。

Ｄ 1

番号 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 達成度 成果と次年度への課題・改善策 意見・要望等

授業方法を工夫することにより、各自の授業力向上や
授業改善に努める。

相互授業参観

授業改善につながるよう生徒向け授業アンケートを工夫
し、実施する。

授業アンケートの実施

生活体験文や生徒会誌「青雲」の作成に全校体制で取
り組み、生徒の国語力を向上させる。

校内生活体験文発表
会、生徒会誌「青雲」

進路希望別にハローワーク、専門学校、大学等を訪問
する機会を設け、進路意識の向上をはかる。

生徒アンケート

進路ガイダンスや進路講話、職業体験、企業見学等を
実施する。

生徒アンケートまたは
感想文

ハローワークと連携した作文・面接指導を実施すると同
時に、個別の指導体制を確立し、進路実現をはかる。

就職･推薦入試実績

総体・教育祭等の校外行事、生徒会行事、社会体験な
どを通じて、豊かな社会性、人間性の醸成に努める。

生徒アンケートまたは
感想文

地域の芸術・伝統文化に親しむ機会を設ける。 生徒アンケートまたは
感想文

感染症対策や生徒の実態等を踏まえ、行事内容の検
討を行ったうえで適切な活動を実施していく。

生徒アンケート

進路講話や授業参観など保護者の学校参加の機会を
設け、学校理解に生かしていく。

保護者アンケートの実
施

生徒の活動や作品を地域へ周知する取り組みを充実さ
せる。

保護者アンケートの実
施

ホームページ及び学校通信を充実させ、内容の濃い、
より良い情報を発信する。

通信の発行やホーム
ページの更新

留意点 （１）重点目標と評価項目については，各学校の現状と課題に基づき，実情に合わせて重点化し，設定する。
（２）学校関係者評価については，年度当初に今年度の重点目標の現状と具体的対策を説明し，評価に必要な情報提供を計画的に行う。学校関係者評価実施日とは，最終回の学校評価委員会等を開催し，学校自己評価を踏まえて評価を受けた日とする。

・新型コロナの影響は相変わらず大きい
が、昨年度よりは行事や企画が実施でき
たため、体験活動は充実した。特に総体
陸上で女子が総合優勝、男子も3位にな
り、多くの生徒が全国大会出場権を得た
ことで自信を得た。
・「総合的な探究の時間」で行っている伝
統工芸作品作りは貴重な経験になって
おり、生徒の評価も高い。

・「巨摩定通信」の内容充実をめざし、今
年度は第1号から2ページで発行した。ま
た、学校ＨＰにも掲載するようにした。保
護者アンケートでの評価もアップしてい
る。
・今まで定時制では導入していなかった
「巨摩高メール」を利用できるようにした。
緊急時の対応力強化につながった。

5

3

多種多様な体験学習を展開して、生
徒に自信をつけさせコミュニケーショ
ン能力を育成する。

4

保護者、地域に積極的に学校情報を
発信し、理解を得る。

1

2

キャリア教育を充実させ、個に応じた
進路指導を展開する。

・卒業生を対象としたハローワーク見学
と企業見学については実施したが、それ
以外の外部機関関係者による講話など
は新型コロナのため中止せざるを得な
かった。教員による進路学習を行った
が、不十分な面がある。
・就職希望者の希望を丁寧に聞き取りな
がら進路実現を図っている。

学ぶ意欲を育てるように授業を工夫
し、基礎学力を身につけさせる。

7

・進学希望者に対しても丁寧に対
応し、総合型選抜での合格に結び
つけることができた。
・進路学習や日常の学習、学校行
事が生徒一人ひとりにとって大切で
あることを生徒に伝える。
・本人の希望をどの程度まで受け
入れていく指導をするかが課題で
ある。

自己評価結果

・生活体験文発表会や生徒会誌の原稿
を書くことによって自分の内面と向き合っ
たり、仲間を理解したりすることにつな
がっている。
・授業アンケートは非常勤講師にも依頼
し、昨年度より拡大して実施することがで
きた。

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

不十分である。(４割以上)

達成できなかった。（４割以下）

良くできている。

できている。

できていない。

評価

自　　　　　己　　　　　評　　　　　価

達
成
度

評価

年度末評価（１月２４日現在）

１　学ぶ意欲を育てるように授業を工夫し、基礎学力を身につけさせる。

・わかりやすい授業に対する評価
は高いが、授業の工夫については
更に改善の余地がある。
・授業アンケートを各教員が丁寧に
分析し、授業の工夫につなげてい
く。

２　キャリア教育を充実させ、個に応じた進路指導を展開する。

３　多種多様な体験学習を展開して、生徒に自信をつけさせコミュニケーション能力を育成する。

・高校総体に生徒全員が参加する
体制が学校の活力にもつながって
いる。生徒の身体状況に配慮しな
がら、できるだけ参加の場を増やし
ていきたい。
・伝統工芸作品作りは本校の大き
な特色であり、今後も継続していく
べきである。指導者の確保が重要
であるため、情報収集が欠かせな
い。
・コロナ禍の中では保護者や地域
に対し、直接生徒の活動を伝えるこ
とが難しいので、それに代わる取り
組みを工夫する必要がある。
・ＨＰの充実に今後も務めるととも
に、保護者の「巨摩高メール」への
登録を働き掛けていく。

健康で、明るく、思いやりのある心の温かい生徒を育成する 山梨県立巨摩高等学校校長　　横森　伸司

学校関係者評価

実施日　（令和４年２月１０日）

ほぼ達成できた。（８割以上）

概ね達成できた。（６割以上）

本年度の重点目標

学校目標・経営方針

本年度の重点目標

４　保護者、地域に積極的に学校情報を発信し、理解を得る。

3

3

3

3

6

・高校総体の成績は「誰一人取り残さない」という学校の姿勢が
実ったもので、生徒同士のコミュニケーション能力の向上にも役
立ったのではないか。
・様々な体験を重ねていることがよくわかる。生きる力やコミュニ
ケーション能力は育てるのが難しいが、常に生徒に寄り添う雰囲
気が見られて安心する。

・「巨摩定通信」は生徒、保護者、地域への情報発信の重要な
ツールとなっており、今後も継続、発展を望む。加えて、ＨＰや
メールも有効に活用してほしい。
・「巨摩定通信」の内容をさらに工夫することにより、家庭での会
話の材料になるとよい。
・コロナで見えない学校の状況を広く伝えるため、「巨摩定通信」
や学校のＨＰは重要。家族が安心できる。
・「巨摩定通信」の充実にいつも感心している。

・生徒一人一人に丁寧な対応をして、基礎学力の定着を目指す
授業改善を行ってほしい。
・わかりやすい授業やプリントを使うなどの工夫により、生徒の基
礎学力は定着しているように思う。
・アンケートでほとんどが４以上、素晴らしい。

・各種見学会だけでなく、実際の職場体験も必要ではないか。変
化の激しい時代なので、生き方を考えるキャリア教育が重要であ
る。
・就職だけでなく今年は大学進学者もいるなど、進路指導が適切
に行われた結果が表れている。

　　


